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親鸞聖人御誕生８５０年・立教開宗８００年慶讃法要

第１期 ３月２９日（水）～４月３日（月）６日間
第２期 ４月１０日（月）～４月１５日（土）６日間
第３期 ４月２４日（月）～４月２９日（土）６日間
第４期 ５月６日（土）～５月１１日（木）６日間
第５期 ５月１６日（火）～５月２１日（日）６日間

慶讃法要特設
ページへはこ
ちらから
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０
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０
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本願寺が所蔵する鎌倉時代に書き写された『教行信証』。
写真は冒頭となる「総序」の部分


